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研究成果の概要（和文）：本研究は、国家的なものがゆらいでいる現代世界において、ケアはいかに実践されて
いるのか解明しようとするものである。そこで着目したのは、第一に、国家の狭間をゆききしている移民・難民
のケア編成、第二に、高齢社会・超高齢社会における高齢者ケアの再編成が、いかになされているかということ
である。ケアが、国家・市場・住民組織・家族などの異なるセクターをひきよせ、交わらせて、社会インフラを
支えていることが明らかになった。ケアのこのような実践から、家族と社会の境界面がくりかえし再編成されて
いることを読み取ることができる。

研究成果の概要（英文）：The main objective of this research project is to examine how care is 
practiced in the modern world, where the operation of statehood is changing. First, we investigated 
how care is organized and arranged for immigrants, refugees, and displaced persons, who   are 
positioned on the boundaries of the state. Second, we explored how care for the aged is reorganized 
in aged and super-aged societies. The results reveal that care is enacted as social infrastructure 
across diverse sectors such as the state, markets, civics, and family. The practice of care reveals 
that the interface of family and society is in the process of being recomposed.

研究分野： 文化人類学
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
本研究は、現代世界の社会編成という観点

からケアに注目し、ケア･ネットワークの編
成を人類学研究として解明していく。研究開
始当初の背景として 4 点をあげる。 
 (1) 人類学の視角 
 本研究ではケアを、集団を超えてやりとり
されるサービスととらえ、そのやり取り関係
に注目する。このようにとらえることで、ケ
アは人類学の親族論と交換論の延長上で議
論することが可能になる。M.ストラザーンは、
イングランドで行った初期の調査において、
家庭内的なサービスを集団内で充足しきれ
ない場合に、別の集団から提供されるサービ
スが親族関係を実質化することに注目し、集
団間で共有・交換されるサービスをケアと呼
んだ。このようなケア概念を介することによ
って、メラネシアとイングランドを比較する
ことが可能になる。このケア概念から出発す
ると、福祉は公的な支援として行われるケア
として理解できるし、医療サービスや医療手
当ても、そこでやりとりされる複数の種類の
サービスのひとつと位置づけられ、福祉国家
制度も相対化される。本研究は、このような
視角から、ヨーロッパ、アフリカ、アジアの
ケアをとらえる。 
(2) ネットワークへの視点 
 ケアの実践では、家族、親族、隣人、自治
体、社会福祉団体、ケアワーカー市場等、多
様なアクターをリンクしていく関係がいか
につくられるかが問題になる。このような関
係性をめぐる議論として、B.ラトゥールのア
クター･ネットワーク･セオリーが注目され
る。とりわけ、パストゥールの細菌研究が、
公衆衛生学者、都市行政、市民たちをリンク
させることによって成功したことを明らか
にしたラトゥールの研究は、そこに関わって
いるアクターの性格や作用の仕方への着眼
で、本研究と共鳴する。本研究は、このよう
な多様なアクターの作り出す関係に注意し
て、ケアの実践を分析する。 
(3) 国内外の研究動向 
 近年の研究動向としては、ケアの比較研究
として行われたふたつの国際プロジェクト
が特筆される。一つは、国連の社会開発研究
所、ジェンダーと開発部門研究プロジェクト
として行われた「ケアの政治社会経済」
（2005-2009）である。都市中間層を対象と
して、南米・アフリカ・アジア・ヨーロッパ
の 8 か国を比較したこの研究は、ケアの 4 セ
クターとして、家族･親族、市場、コミュニ
ティ、国家を選び出し、その比重の違いをケ
ア･ダイアモンドと名づけた図に示した。二
つは、ＥＵの第六枠プログラム人類学関連学
際プロジェクトとして行われた「親族と社会
保障」（2004-2008）で、マックスプランク研
究所が中心となって、ヨーロッパ 8 か国の都
市と農村を対象とし、民族誌調査と歴史レビ
ューを行ったものである。本研究は、これら
ふたつのプロジェクトに連なるものである

が、アクチュアルなケア実践の場面であらわ
れつつある新たな関係性を、民族誌研究とし
て明らかにしていこうとするところに、前二
者とは異なる特徴がある。 
(4) 研究代表者のこれまでの研究との関連 
本研究の代表者は、これまで「社会的なも

の」の編成をテーマとし、科研費研究、共同
研究や国際研究集会をとおして、人類学のヨ
ーロッパ研究をすすめるとともに、隣接諸学
との対話を重ねてきた。これらの研究を通し
て、ヨーロッパで産業社会を支えるしくみと
して、19 世紀末から 20 世紀半ばにかけて国
家を舞台としてつくられた連帯＝福祉制度
が、1970 年前後から綻びをはじめ、再編成
を模索しているという理解に達し、その具体
的なプロセスを解明することに研究を収斂
していった。この問題認識から、国家が連帯
を維持しきれない状況で、人々はどのように
相互扶助のしくみをつくり、現在と将来の社
会像を構想していくのか、という新たな課題
があらわれてきた。そこで、国家の保護領域
内と境界領域でのケアの編成／再編を解明
し、それを比較の視座から検討する本研究の
構想がうまれた。 
 
２．研究の目的 
本研究は、福祉国家制度が見直しを迫られ

るなかで、ローカルなケアの実践に、国家に
よる制度の限界を乗り越えていく人々の工
夫があらわれていることに注目し、それをネ
ットワークの観点から明らかにしようとす
る。また、そこに携わっている人々は、現在
と将来の社会像をいかに構想しているのか、
その関係性や組織・制度に焦点をあてて、人
類学研究として解明することを目的とする。
とくに注目するのは、移民･難民･流民など国
家やコミュニティの境界領域におかれた
人々のケア編成と、域内における高齢者のケ
アの再編である。 
ケアをめぐってどのような関係があらわ

れつつあるのか明らかにしていく。それぞれ
の状況で、家族、親族、隣人、自治体、社会
福祉団体、ケアワーカー市場等、多様なアク
ターが連関する実態を描き出すとともに、そ
こで「社会的なもの」がどのように編成され
つつあるのかを解明する。 
 
３．研究の方法 
本研究は、ケアを実践する多様なアクター

に注目し、人、モノ、制度を含めた関係性を
明らかにしていこうとするもので、民族誌研
究の比較検討からアプローチする。次のふた
つの局面に焦点をあてる。1) 国家の保護が
十分に及ばない境界域に生きる人々は、どの
ようにケアを実践しており、そこにはどのよ
うなネットワークが編成されているか、2) 
域内の高齢者の生のあり方は、ケアの実践に
おいて、既存の福祉･医療制度をどのように
再編成しようとしているか。 
フィールド地は、ヨーロッパ、アフリカ、



東南アジア、東アジアに設定し、それぞれの
フィールドで重層的に存在する文脈とそこ
でのケアのアクターの相互行為やもつれあ
う関係に注意をはらう。 
 研究代表者、分担者、連携研究者の各人の
担当は以下のとおりである。それぞれがフィ
ールドワークを行ない、その成果を事例研究
として比較検討する。 
①国家の境界域でのケア編成 
・ドイツ大都市の移民（森） 
・東アフリカ難民キャンプ（内藤） 
・タイの寺院に住みついた流民（岡部） 
・日本に定住したラオス難民（岩佐） 
②ポスト福祉国家時代のケア編成 
・フィンランドの福祉の民営化（高橋） 
・ガーナの死者ケア（浜田） 
・ラオスの高齢者ケア(岩佐) 
・東アジア超高齢社会のケア再編（天田） 

 また、各研究者のフィールドワークと並行
して、本研究の背景や主要概念を社会学のケ
ア研究と比較検討するために、2 名の社会学
者を招聘してラウンド・テーブル形式の研究
集会を開催する（「東アジアにおける家族の
境界とケア実践―社会政策のもとでの家族」
於国立民族学博物館、2015年10月12日実施）。 
さらに、海外研究者を招聘して、コロッキ

アム形式の国際研究集会を 2回開催する。 
2017 年 2月 19 日 

Colloquium “Thinking about care as 
social organization. A Discussion 
with T.Thelen and K.Buadaeng.” 
National Museum of Ethnology, Osaka. 

2017 年 12 月 9－10 日 
Colloquium  “Thinking about an 
anthropology of care. A discussion 
with F.Aulino and J.Danely.”National 
Museum of Ethnology, Osaka. 

議論の場を研究者コミュニティに開くた
めに、日本文化人類学会第 51 回研究大会で
分科会「ケアの実践を通して編成される社
会：場所を奪われた人々が生きる場所につい
て」を組織した（2017年5月27日 神戸大学）。 
 
４．研究成果 
 (1）高齢社会・超高齢社会のケア再編成 
 高齢社会・超高齢社会へとつきすすむヨー
ロッパと東アジアでは、介護福祉制度の民営
化とともに介護市場が進展し、複雑な様相が
あらわれている。たとえば北欧型福祉国家の
フィンランドで、公的ケアサービスの民営化
の過程で導入された新技術は、ケアの受け手
を顧客へと換えケアワーカーのあいだにコ
ンフリクトをもたらした。介護の市場化は家
族関係や生存保障システムを変容させ、道徳
をもゆるがしつつある。国家による福祉制度
が未熟なガーナなどの国でも、現金経済の浸
透がケアの読み替えを引き起こしている様
態が明らかになった。 
 
(2) 領土を奪われた人々のケア編成 

一方、国家の境界領域におかれている難民
や移民は、ホスト社会の支援によって生存の
ニーズを満たしているが、そのニーズは滞在
の長期化にともなって変化していく。たとえ
ば、東アフリカの難民キャンプにおいても、
最低限の生存の希求から、よりよく生きるた
めの資源調達へと展開するそのニーズを満
たすために、ホストとなる国家や住民（旧住
民）と移民・難民（新住民）のあいだには、
当初は予想もしていなかった関係性があら
われつつあることが明らかになった。さらに、
こうした局面に宗教が関与する様態も、タイ
の寺院に住みついた流民の調査で明らかに
なった。 
 

(3)ケアの生まれる場 
 調査で得たデータの比較検討から、ケアが
国家や家族や市場などの異なるセクターを
ひきよせ、交わらせて、社会のインフラを支
えている局面が浮かび上がってきた。 
 それは、国家的なものがゆらいでいること、
制度の隙間があらわれてきていること、家族
が変容し再編成されつつあることを映し出
している。ケアを人類学の視点からとらえ、
民族誌として記述することは、この局面を現
在進行中の生きた状況として記述すること
である。ケアは国家と家族、グローバル経済
とローカルな市場、市民道徳と消費者行動、
宗教と個人が交錯する動態的な局面におい
て重要な役割を果たしていることが明らか
になった。 
 
（4）境界面の編成 
 このことは、ケアの発動は、公的／私的、
国家／家族、公共／市場という対立概念では
理解できないことを意味している。国家と家
族と市場が協力関係を結んでケアを実現し
ていく局面があらわれている。それらが重層
しながらズレていること、どちらにも関わり
ながら完全には一致しないことが、ケアを発
動させている。その隙間を埋めるために、ど
のようにケアが編成されているかに注意を
向けること、そこにケアを人類学が研究する
ことの意味があると思われる。 
 ケアを介して、家族は社会と対峙しており、
家族と社会の境界面が不断に編成をつづけ
る動態がみえてくる。このようなケアへの視
線は、従来の人類学の思考が、さまざまな二
項対立に囲まれていたのに対し、それを克服
し、新たな関係性から社会をとらえていく可
能性をもつといえるだろう。 
 
（5）海外研究者との研究協力 
 本研究は、海外研究協力者との議論を重ね
ながら展開した。その一部は、研究方法の項
で述べたように、国際研究集会の開催という
形で行われた。意見交換は継続的に行われて
いて、年を追うごとに発展している。研究期
間終了後になるが、2018 年 7月に開催される
IUAES 国際研究大会（ブラジル、フローリア



ノポリス）で、研究代表者森と T.Thelen（ウ
ィーン大学教授、海外研究協力者）が
Convener となって Care Encounters というパ
ネル（Open Panel）を構成し、研究代表者、
分担者、研究協力者が研究発表を行うことが
決定している。 
 
（6）今後の展開 
本研究は、ケアの人類学の可能性として、

ケアの生まれる場、境界面の編成というキー
ワードを引き出すところまで到達した。この
到達を民族誌記述として形に示していくこ
とが当面の課題で、現在その準備をすすめつ
つある。研究協力者による論文も含めた論文
集としてまとめて 2018 年度内に刊行するこ
とを目指している。 
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